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 第 1 編（第 1 章～第 3 章）では、疎水化多糖からなるナノゲルと酸化鉄ナノ粒子を
混合することにより、得られる新規磁性ナノゲルの創製とその磁気誘導型タンパク質
デリバリーナノキャリアとしての機能評価についての研究がまとめられている。 












 第 2 章では上記で調製した磁性ナノゲルと多孔性培養基板を組み合わせることで、
再生医療の分野で注目されている細胞治療を指向したタンパク質導入による新規細胞
























 第 2 編（第 4 章～第 5 章）では、がんのホウ素中性子捕捉療法を指向した新規 DDS の
開発についての研究がまとめられている。 
 
 第 4 章では、高い疎水性を示すことから、従来、薬剤の疎水性コアとして用いられ
てきたカルボランを親水性多糖であるプルランに導入することでがんホウ素中性子捕
捉療法のための両親媒性多糖の合成手法を確立した。合成されたホウ素化多糖分子が
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平成 29 年 2 月 22 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認め
た。なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断
し、公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。 
 
